
野鳥の鳴き声を求め　森林散歩 
　心配された天気も､観察会の始まる頃には､晴れわたり絶好の日
和となりました。 
　参加者は総勢２３名､２班に分かれ鳥獣資料館前を９：３０にスター
トしました。 
　講師には､日本野鳥の会群馬支部より野鳥観察のエキスパート､
白石　寛爾､阿部　明子､清水　伸彦の三氏があたりました。 
　緑が深くなった観察路で野鳥のサエズリを聞き､その時々の鳴
き方から､繁殖活動に伴うもの､なわばり宣言によるもの､食べ物
を得るなど､独特の節回しで鳴くなどの助言を受けながら、２kmほ
どの山道を野鳥の鳴き声を求め､楽しく散策しました。 
　探鳥後の鳥合せで、１５種類ほどの鳴き声を確認できました｡この
活動を通し､今後､今まで以上に､幅広く自然に接することができ
るような気がし､大変充実した研修会になりました。 
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友の会野鳥観察会 
■2004年7月11日（日）実施 
　（於  小根山森林公園） 

野鳥の鳴き声を求め　森林散歩 
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参加者の声参加者の声

ウグイスの初音をきいた瞬間、ギリシャ神話に登場する女神デメテールとその娘ペルセポネ
ーにまつわる物語が、私の脳裏にひらめきました。 

大山  隆昌（会員番号１６－０１５） 

桜の満開は、生物季節観測平均値（前橋）より８日早かった。しかし、ツバメの初見は８日も遅
れた。なぜ？ 自然には、不思議がいっぱいつまっている。さあ、自然観察にでかけよう。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  大山  隆昌（会員番号１６－０１５） 

講師の方が分かりやすく解説してくれ
て大変良かった。自分が解説する側に回っ
たらマネしたいことが沢山あった。 

色々な鳥の鳴き声が聞こえて身近な所
にこんなにいるなんて知りませんでした。
特にキツツキの穴にはびっくりでした。今度、
山に行く時は鳥の鳴き声にも注意して歩
きたいです。 

雨が降っていたけれど途中雨もやみ爽
快な中バードウォッチングを楽しむことが
できた。自然の中で一時の休息と共に小
鳥のさえずる声が何とも心地よく楽しかっ
たです。 

白石先生の後を元気よくついて行き、特
に感動したのは見晴らしの園地で、ノスリ
が２羽いて双眼鏡でいつまでも飛ぶようす
をみていました。 

雨模様が俄に晴れ上がり、キビタキのよ
く通る美しいさえずりにスタート。ホオジ
ロの”サッポロラーメン、ミソラーメン”と
のさえずりには楽しくなりました。蝉の声
が盛んで、小さな地鳴きが聞きとりずらい
が講師の丁寧な説明で数多くを確認出来、
姿がなかなか見えないのは残念でしたが
とても癒され、ありがとうございました。 

生物名 分類 観測日 

自然だより 〜初見・初聞・開花〜自然だより 〜初見・初聞・開花〜

観測場所 観測者 

ウグイス 初音 2月29日  15:00 高崎城山小付近 大山  隆昌 

ウグイス 初音 3月  7日  10:00 氏神様の林の中 ※ 

ツバメ 初見 3月11日  17:30 JR新前橋駅ホーム 北爪  二郎 

モンシロチョウ 初見 4月26日  13:00 家のキャベツ畑 ※ 

ツバメ 初見 3月14日　 午前  家の近くの人家の軒 ※ 

※お名前の記入がありませんでした。お心当たりの方は、ご連絡ください。 

★友の会では、みなさまからの自然だよりをお待ちしております。 

友の会野鳥観察会 友の会野鳥観察会 



　春休み最初の日曜日で､一般のお客様も多く混雑した
中で展示会説会が行われました｡会員以外の数名の参加
者も得て、２０名を超える方に説明してくださったのは､こ
の企画展の主担当である金澤芳彦指導主事でした｡解説は､
鉱物のでき方から始まり､群馬の鉱山や鉱物､身近な生活
用品に使われている鉱物､地下資源としての鉱物など鉱
物の大切さを学ぶよい機会となりました。　 

　友の会総会に合わせ講演会を開催しました。長谷川
善和館長に、「飛べなくなったアンナカコバネハクチョ
ウ－１２００年前の謎－」というテーマで講演していただ
きました。 
　安中市の碓氷川河床から発見された鳥類化石が、研究
の結果ハクチョウの仲間であるとわかったということ
でした。しかし、翼の骨の長さは非常に短く、おそらく
飛ぶことはできなったであろうと推定したということ
です。説明には、化石から復元した骨格と現在のハクチ
ョウの骨格を用意していただき、比較しながらわかりや
すく説明していただけました。講演終了後には、実物化
石も観察させていただき、参加者は満足のようでした。 

 

■第21回企画展 

「地球の贈りもの鉱物資源」 
展示解説会 

自然だより 〜初見・初聞・開花〜

講　師：学芸グループ　指導主事　金澤　芳彦 
期　日：３月２８日（日） 
　　　　１０：３０～１１：２０ 
会員参加者：１７名 

　身近な物に鉱物がこんなにたくさん使われ
ているとは思ってもいませんでした｡鉱物は
宝石のように貴重な物しか想像できなかった
けれど､違う意味で貴重だとわかりました｡　
また､企画展の解説には行きたいです。 

湯澤  太路（会員番号16－099） 
 
 
　企画展の時はいつも「友の会展示解説会」
に行こうと決めています｡展示にまつわるい
ろいろなエピソードを企画してくださった方
から直接お話を伺える絶好のチャンスですか
ら。 
　今回はパンフレットを見てのイメージです
と､石油･石炭･天然ガスなどやあこがれ的な
宝石･原石などでしたが､本当はもっと身近な
今の日常生活に欠かせない物ばかりでした。
いわれてみればと思いながらも､展示コーナ
ーの最後のリビングやキッチンセット｡その
もの一つ一つが「地球からの贈りもの」でした｡
身近すぎて「地球の贈りもの」を忘れてしま
いがちですが､改めて原材料は何か､加工する
エネルギーは何かを考えさせていただきまし
た。 
　今､リサイクルやエコノロジーを誰もが考
えますが､現在の豊かな生活を支えているのは、
「地球からの贈りもの」と実感させていただ
いた､わかりやすい解説会でした。 

湯澤　玉枝（会員番号16－098） 

友の会講演会 
平成16年5月15日（土）　講師：長谷川善和館長　参加者27人 

友の会野鳥観察会 
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平成１６年度「友の会総会」開催 ５月15日（土） 参加者27名 

　平成16年度の総会が、5月15日午後2時から学習室で行われました。原会長をはじめ、多くの役員の方が出席し、昨
年度の事業報告や会計報告、今年度の事業案や予算案を審議し、決定しました。今年度より、賛助会員の会費を
20,000円から10,000円としました。より多くの賛助会員の入会を期待しています。 

視察研修旅行へ参加しよう!
新出版物の紹介 友の会 11月21日（日） 

　今年度の「友の会視察研修旅行」は、「船の科学館」と「日本科
学未来館」です。募集案内を後日配布しますので、案内が届きま
したら是非お申し込み下さい。募集人数は45名です。（応募者
多数の場合は抽選です）  
●視察先  
　船の科学館…古来より海を利用し、海に資源を求めて海洋国
として発展して来た我が国の海事諸産業の様子を紹介する博
物館です。本館に加え、海をテーマとした「シー&シップワールド」
や昭和30年代の青森駅の様子を体感できる羊蹄丸に加え野外
展示場も設置されています。  
　日本科学未来館…宇宙、地球、人間という大きな視野で科学
技術を捉え、「地球環境とフロンティア」「技術革新と未来」「情
報科学技術と社会」「生命の科学と人間」という４分野のテーマ
があります。それぞれのテーマごとに、第一線の科学者・技術者
が中心となって、最先端の科学技術を誰にでもわかりやすく楽
しめる展示となっています。最先端の科学技術を体験できます。  
●期　日　　平成16年11月21日（日）  
　＊大型バスで行うツアーです。 

平成15年度役員 
会 　 長  
副 会 長  
 
監 　 事  

原　浩一郎 
池下　隆雄 
川原　英雄 
山田　利和 
徳江　　紀 

運営委員 市川　悦老 
横田　　衛 
森平　利政 
角田　寛子 
柚木　　郁 
堀越　友子 

顧 　 問  
 
事 務 局  

横田　英一 
青木　道雄 
佐藤　　忍 
野口　喜充 
野村　正弘 

「海の王者サメ」 
第２２回企画展図録 

一般 500円　会員 450円 
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　「友の会」では、植物・地層・化石・野鳥などをテーマとして野外観察会を催してきましたが、3年目を迎え、ようやく主催事業として定着してきたように見
受けられます。今年の秋には地層・化石の観察会が予定されていますが、下仁田町で見られるクリッペ（根なし山）のような野外観察会に適した地域素材も
たくさんありますので、順次とりあげていったらよいのではないかと考えています。ご意見やご要望をお寄せ下さい。　  『友の会通信』編集委員 森平利政 

群馬県立自然史博物館 
友の会通信2004 vol.11

■平成１６年８月１８日発行 
■編集・発行　群馬県立自然史博物館友の会　〒370-2345　富岡市上黒岩1674-1 
　　　　　　　TEL.0274-60-1200　FAX.0274-60-1250  
　　　　　　　Home Page　http//:www.gmnh.pref.gunma.jp/

編集 
後記 

家族会員　佐藤　昭二　吉田喜代実　今井　誠司　松本　秀彦　岸田　　浩　児玉　一恵　阪本　俊英　岡野　弘行　柳沢　　悟 
伊　川　聰　田島　弘子　山口　功行　竹沢　　徹　青木　道雄　中島　則夫　徳江　　紀　田口　　武　岡野　宏巳　神宮　　宏 
湯沢　範道　友成　　徹　深澤　祥之　佐藤　功子　田中　秀俊　松本　　卓　新藤　　正　内山　和芳　悴田　利行　久保田　格 
黒瀬　健一　飯塚　広之　富田美江子　籾山　道弘　中村　彰男　熊田　孝幸　遠藤　一誠　塩野　敏夫　尾崎　　剛　吉満　優信 
吉田　　満　石原　　勉　神戸　健次　猿谷　　至　堀口　晴司　小野田亮一　松井　　厚　多胡　孝子　小見　睦美　田村　佳美 
北川真理子　佐藤　　薫　小川　展二　深澤　慶子 

個人会員　萩原　哲也　吉本　明弘　岡田　健美　大山　隆昌　佐藤　七三　鳥羽千太朗　剣持　雅信　山本　　晃　里見　尚樹 
蜂須賀克明　白石　雄一　新井真知子　寺崎　　廣　馬場　健司　茂木　照弘　三友　賢一　熊田　浩生　高橋　陸夫　細谷　　睦 
大塚　隆幸　島田　恵子　原澤　英美　下　　幸夫　山下由希子　狐塚　　章　佐藤　春利　鈴木　弘一　齊藤由紀子　阿久津堯一 
市川　浩也　町田　恵子　金子　正明　小暮　市郎　森屋　弘一　本井　英次　塚越やよい　山本　雅子　岩井　孝文　飯島　真理 
新井　英樹　谷川　啓子　吉見　理恵　中沢　　満　畑村　恵子　今野兼次郎　大塚　稜也　工藤　新一　山口　将太　森平　利政 
神宮司洋一　堀越　武男　須藤　修司　高橋　　昇　富岡　　清　堀越　友子　斎藤紀恵子　飯塚　幸枝　高橋　　廣　市川美枝子 
飯塚　正明　鈴木　一雄　高橋　早苗　黒沢一二三　市川　文子　渡邊　和文　清水亜紀子　茂木　栄子　丸山千鶴子　佐藤真理子  
中島トヨ子　堀越みな子　古屋　京子　清水　孝頼　黛　よし子　北爪　二郎　清水　秀夫　大井田美紀　角田　寛子　四十万智博 
石黒　　協　安類　智仁　菊池　晶子　徳田　健一　依田　哲夫　神宮　正美　清水　憲子　櫻井　昭寛　佐藤真由美　由田　君代 
須賀　裕子　村山　忠雄　西澤　　章　曽江　哲也　香川　清志　吉田　計人　清水　啓司　田村　粂夫　平川　卓也　関　　　栄 
野口　　実　浅香　勇二　飯箸　章子　山口　秀美　細野　美和　川上　敬子　佐藤　　淳　高橋　孝太　舘沢　礼子　宮前　和夫 
佐藤　直美　浦野江里子　岡田　千穂　田島　郁子　柚木　　郁　横田　　昇　工藤喜与治　  

賛助会員　原株式会社　　横田　英一　　群馬ゼロックス株式会社（仲手川　実）　富岡ロータリークラブ　　市川会計事務所　
群馬トヨタ自動車株式会社　　有限会社山田会計　　川原　英雄　　籾山歯科医院　  
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  順不同　　敬称略　　平成１６年８月６日現在 


